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明
治
四
十
五
年
七
月
三
十
日
、
明
治
天
皇
が
崩
御
遊
ば
さ
れ
、
大
日
本
歌
道

奨
励
会
編
『
明
治
余
光
』（
大
日
本
歌
道
奨
励
会
、
大
正
元
年
八
月
）
を
其
の
嚆

矢
と
し
て
、
数
多
の
明
治
天
皇
御
製
集
（
謹
解
）
が
刊
行
せ
ら
れ
た
（
（
（

。
中
で
も
、

明
治
天
皇
の
御
製
を
広
く
江
湖
に
普
及
せ
し
む
べ
く
、
御
製
の
中
か
ら
百
首
を

撰
び
、
主
に
「
御
製
百
首
」
と
題
さ
れ
た
小
冊
子
の
出
版
が
流
行
し
た
。
試
み

に
大
正
期
に
刊
行
せ
ら
れ
た
「
御
製
百
首
」
を
次
に
掲
げ
て
み
る
。
崩
御
の
年

に
は
七
冊
、
そ
れ
以
降
も
断
続
的
に
刊
行
せ
ら
れ
て
を
り
、
明
治
天
皇
の
大
御

心
を
偲
び
奉
る
人
々
の
如
何
に
多
か
つ
た
か
が
窺
へ
よ
う
（
（
（

。

小
林
芳
次
郎
編
『
御
製
百
首
』
私
立
高
輪
淑
女
学
校
、
大
正
元
年
八
月
※

佐
藤
半
山
編
『
学
生
用
い
ろ
は
別
明
治
聖
帝
御
製
百
首
』
快
進
社
、
大
正
元
年

九
月
※

西
脇
静
編
『
明
治
天
皇
御
製
帖
』
松
邑
三
松
堂
、
大
正
元
年
十
月
※

斎
藤
良
次
郎
著
『
明
治
天
皇
御
百
首
』
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
大
正
元
年
十
二
月

中
村
春
堂
編
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
辰
文
館
、
大
正
元
年
十
二
月
※

彌
富
濱
雄
編
『
御
製
花
の
蔭
』
伊
勢
崎
銀
行
、
大
正
元
年
十
二
月

酒
井
歌
彦
編
『
明
治
天
皇
御
聖
徳
百
首
』
三
雅
堂
、
大
正
元
年
十
二
月
※

小
山
善
太
郎
編
『
御
製
一
人
百
首
』
警
醒
社
書
店
、
大
正
二
年
一
月
※

大
日
本
皇
道
実
行
会
編
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
大
日
本
皇
道
実
行
会
出
版
部
、

大
正
四
年
七
月
※

中
村
春
二
編
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
成
蹊
学
園
出
版
部
、
大
正
八
年
六
月

高
久
貞
義
選
『
明
治
天
皇
御
集
暗
誦
百
首
』
国
民
新
聞
社
、
大
正
十
二
年
二
月

『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
常
盤
会
、
大
正
十
二
年
七
月
※

小
森
玄
一
郎
著
・
岡
田
玉
翠
画
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
聖
訓
書
帖
』
聖
光
会
、

大
正
十
五
年
五
月
※

　

こ
れ
ら
は
三
十
頁
程
の
小
冊
子
が
多
い
た
め
か
、
大
半
は
国
立
国
会
図
書
館

に
所
蔵
せ
ら
れ
る
（
所
蔵
が
確
認
出
来
る
も
の
に
は
「
※
」
を
附
し
た
）
も

の
ゝ
、
然
程
伝
本
は
多
く
な
い
。
伝
記
の
備
は
る
編
者
と
し
て
は
、
僅
か
に
書

家
西
脇
静
（
呉
石
。
明
治
十
二
年
〜
昭
和
四
十
五
年
）、
書
家
中
村
春
堂
（
梅
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太
郎
。
慶
応
四
年
〜
昭
和
三
十
五
年
）、
国
文
学
者
彌
富
濱
雄
（
破
摩
雄
、
賓

水
。
明
治
十
一
年
〜
昭
和
二
十
三
年
）、
そ
し
て
中
村
春
二
（
枯
林
。
明
治
十

年
〜
大
正
十
三
年
）
を
数
へ
る
く
ら
ゐ
で
あ
ら
う
。

　

こ
た
び
、
此
処
に
翻
刻
紹
介
す
る
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
の
編
者
中
村
春

二
は
、
成
蹊
学
園
創
立
者
で
あ
る
。
従
つ
て
、
教
育
者
と
し
て
世
に
語
ら
れ
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
（
（
（

の
だ
が
、
国
文
学
者
歌
人
中
村
秋
香
（
天
保
十
二
年
〜

明
治
四
十
三
年
。
祖
父
は
漢
学
者
山
梨
稲
川
、
外
祖
父
は
国
学
者
松
木
直
秀
）

の
男
と
し
て
生
れ
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
学
科
を
卒
業
し
（
（
（

、
紀
行

文
『
旅
ご
ろ
も
』（
晴
光
館
、
明
治
四
十
年
八
月
）、
唐
詩
選
の
口
語
訳
『
唐
詩

選
ぬ
き
ほ
』（
成
蹊
学
園
出
版
部
、
大
正
十
一
年
十
一
月
）、
方
丈
記
の
口
語
訳

『
口
訳
方
丈
記
』（
成
蹊
学
園
出
版
部
、
大
正
十
二
年
十
月
）、
歌
集
『
椎
の
一

も
と
』（
渋
谷
光
長
編
、
中
村
春
二
遺
稿
刊
行
会
、
昭
和
三
年
九
月
）
等
の
文

学
的
著
作
が
あ
る
こ
と
を
考
へ
る
に
、
文
学
者
中
村
春
二
の
業
績
を
等
閑
視
す

る
こ
と
は
出
来
ま
い
（
（
（

。

　

成
蹊
実
務
学
校
に
学
ん
だ
川
瀬
一
馬
（
（
（

は
、
自
著
『
方
丈
記
』（
講
談
社
文
庫
、

昭
和
四
十
六
年
七
月
）
の
「
序
」
に
於
て
、

　
　

�

私
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
、
方
丈
記
の
全
文
を
そ
ら
ん
じ
て
い
る
。
そ
し

て
、
私
が
学
ん
だ
成
蹊
学
園
の
恩
師
、
園
長
中
村
春
二
先
生
は
、
大
正

十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
の
直
後
、
流る

布ふ

本ぼ
ん

方
丈
記
に
よ
る
口
訳

を
印い

ん

行こ
う

し
て
私
ど
も
に
与
え
ら
れ
た
。
方
丈
記
の
簡
単
な
注
解
は
も
と
よ

り
、
単
行
の
活
版
本
さ
え
殆
ど
な
い
状
態
で
あ
っ
た
そ
の
頃
、
口
語
訳
本

（
し
か
も
新
し
く
画
い
た
五
枚
の
挿
絵
を
加
え
て
あ
る
。）
に
恵
ま
れ
、
中

学
生
の
私
に
と
っ
て
方
丈
記
は
、
一
層
親
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
半

世
紀
以
前
の
先
生
の
口
語
訳
は
、
か
ね
て
先
生
が
「
か
な
が
き
」
を
主
張

し
て
お
ら
れ
た
ゆ
え
も
あ
っ
て
、
今
取
り
出
し
て
み
て
も
、
新
鮮
で
、
甚

だ
敬
意
を
表
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。
勿
論
、
私
が
現
在
こ
こ
で
意
図
す
る

現
代
語
訳
と
は
や
り
方
が
違
う
け
れ
ど
、
今
度
口
語
訳
を
こ
こ
ろ
み
て
、

他
の
ど
の
訳
解
よ
り
も
参
考
に
な
っ
た
。

と
記
し
、
春
二
の
著
し
た
『
口
訳
方
丈
記
』
を
絶
讃
し
て
ゐ
る
（
（
（

。
春
二
の
基
底

に
は
、
か
う
し
た
文
学
的
素
養
の
あ
つ
た
こ
と
を
諒
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ら
う
。

　

中
村
春
二
編
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
は
、
春
二
の
高
等
師
範
学
校
附
属
学

校
尋
常
中
学
科
の
同
級
生
に
し
て
、
学
園
の
財
政
的
援
助
者
の
一
人
で
あ
つ
た

成
蹊
学
園
理
事
今
村
繁
三
（
明
治
十
年
〜
昭
和
三
十
一
年
）
の
四
十
三
歳
（
数

へ
）
の
誕
生
日
を
記
念
し
て
、
大
正
八
年
一
月
成
蹊
の
児
童
生
徒
用
に
編
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。
春
二
の
「
は
し
が
き
」
に
其
の
事
情
が
記
さ
れ
る
も
、
奥
附

は
な
い
。
同
年
六
月
「
は
し
が
き
」
を
削
除
し
新
た
に
奥
附
を
印
刷
し
た
形
で

一
般
に
頒
布
せ
ら
れ
た
。
秋
田
県
立
図
書
館
（
大
正
八
年
六
月
初
版
）、
県
立

長
野
図
書
館
（
大
正
十
年
二
月
三
版
）、
架
蔵
（
大
正
十
三
年
四
月
五
版
）
及

び
成
蹊
学
園
史
料
館
（
初
版
〈
奥
附
な
し
〉
二
冊
、
五
版
一
冊
）
に
し
か
所
蔵

が
確
認
出
来
ず
（
（
（

、
可
な
り
稀
少
な
文
献
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
。
翻
刻
に
当
り
、

五
版
（
架
蔵
）
を
底
本
と
し
て
用
ゐ
た
が
、
こ
れ
は
初
版
（
奥
附
な
し
）
本
に
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は
誤
植
が
散
見
せ
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

収
録
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
百
首
、『
百
人
一
首
』
に
倣
つ
て
か
詞
書
を
缺
く

が
、『
類
纂
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』（
明
治
神
宮
、
平
成
二
年
十
一
月
）
の
項
目

別
分
類
に
従
へ
ば
、

　
　
（
一
）
神
祇　

六
首

　
　
（
二
）
皇
室　

一
首

　
　
（
三
）
邦
国　

八
首

　
　
（
四
）
軍
事　

一
首

　
　
（
五
）
人
倫　

十
一
首

　
　
（
六
）
精
神　

六
首

　
　
（
七
）
典
教　

十
一
首

　
　
（
八
）
人
事　

二
首

　
　
（
九
）
器
物　

六
首

　
　
（
一
〇
）
時
令　

三
首

　
　
（
一
一
）
天
文　

二
首

　
　
（
一
二
）
気
象　

二
首

　
　
（
一
三
）
地
象　

五
首

　
　
（
一
四
）
動
物　

四
首

　
　
（
一
五
）
植
物  

三
首

　
　

未
収
録　

二
十
九
首

と
い
ふ
内
訳
に
な
る
（
（
（

。「
邦
国
」「
人
倫
」「
典
教
」
の
歌
を
多
く
採
つ
て
ゐ
る

の
は
、「
は
し
が
き
」
に
「
日
々
拝
誦
し
て
ふ
み
わ
け
ゆ
く
わ
が
道
の
栞
と
仰

ぎ
来
」
つ
た
明
治
天
皇
の
御
製
百
首
を
「
教
へ
子
に
配
つ
こ
と
ゝ
は
な
し
ぬ
。」

と
あ
る
や
う
に
、
教
育
的
効
果
を
期
待
し
た
た
め
で
あ
ら
う
。

　

し
か
し
、
此
処
で
注
目
す
べ
き
は
、『
類
纂
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
に
収
録

せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
御
製
が
、
全
体
の
四
分
の
一
以
上
に
も
わ
た
る
二
十
九
首
存

す
る
（
（1
（

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
（
扉
の
「
御
製
」
二
首
「
ま
ご
ゝ
ろ
を
」「
言
の
葉�

の
」
を
含
め
る
と
三
十
一
首
）。
御
歌
所
寄
人
で
あ
つ
た
亡
父
秋
香
か
ら
の
教

示
（
（1
（

が
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
程
の
数
に
は
な
ら
な
か
ら
う
。『
類
纂

新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
は
、
今
日
、
我
々
が
拝
し
奉
る
こ
と
の
出
来
る
明
治
天

皇
の
御
製
八
千
九
百
三
十
六
首
（
（1
（

を
収
録
し
た
、
明
治
天
皇
御
集
委
員
会
編
『
新

輯
明
治
天
皇
御
集
』（
明
治
神
宮
、
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
）
を
項
目
別
に
類

纂
し
た
も
の
で
あ
る
（
御
製
の
総
数
は
変
ら
な
い
）。
宮
内
庁
の
許
可
の
も
と

明
治
神
宮
に
よ
つ
て
編
輯
作
業
が
行
は
れ
た
御
製
集
ゆ
ゑ
、
遺
漏
が
相
当
数
に

及
ぶ
と
は
考
へ
に
く
い
。

　

そ
れ
で
は
、
此
の
百
首
の
撰
歌
に
当
り
春
二
は
、
如
何
な
る
文
献
か
ら
御
製

を
求
め
た
の
か
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
が
、
明
治
天
皇
崩
御
後
間
も
な

く
出
版
せ
ら
れ
た
大
日
本
歌
道
奨
励
会
編
『
明
治
余
光
』（
大
日
本
歌
道
奨
励

会
、
大
正
元
年
八
月
）
を
参
看
し
て
ゐ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
二
十
九
首

の
内
二
十
七
首
が
『
明
治
余
光
』
所
収
歌
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
（
二
首
の
出

典
は
未
詳
）。『
明
治
余
光
』
に
就
て
は
、「
崩
御
直
後
に
急
い
で
刊
行
し
た
た
め

か
、
単
純
な
疎
漏
が
多
い
」「
現
時
点
で
最
大
歌
数
を
収
載
す
る
明
治
神
宮
の

─3─
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『
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
著
し
く
多
い
」「『
新

輯
』
収
載
の
も
の
と
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
言
い
回
し
等
が
異
な
る
も
の
が
か

な
り
あ
る
」
と
い
ふ
問
題
点
が
夙
に
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
（
（1
（

も
、
大
正
八
年
『
明

治
天
皇
御
製
百
首
』
刊
行
時
に
於
て
は
宮
内
省
編
『
明
治
天
皇
御
集
』（
文
部�

省
、
大
正
十
一
年
十
二
月
）
は
未
だ
上
梓
せ
ら
れ
て
を
ら
ず
、
収
録
す
る
所
の

御
製
五
百
九
十
三
首
、
当
時
に
於
て
最
大
の
御
製
集
で
あ
つ
た
（
（1
（

。
編
輯
刊
行
に

当
つ
た
大
日
本
歌
道
奨
励
会
は
、
高
崎
正
風
を
除
く
常
勤
御
歌
所
歌
人
の
大
半

が
評
議
員
、
幹
事
に
名
を
連
ね
、
大
正
元
年
に
は
約
一
万
五
千
人
の
会
員
を
擁

し
た
組
織
で
あ
る
（
（1
（

。
春
二
が
参
照
し
た
の
も
宜
な
る
か
な
と
思
は
れ
る
。『
明

治
余
光
』
参
看
の
実
例
を
示
す
べ
く
、『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』『
明
治
余
光
』

『
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
の
順
に
並
べ
て
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

32　

�

積
り
て
は
払
ふ
が
難
く
な
り
ぬ
べ
し
塵
ば
か
り
な
る
事
と
お
も
へ
ど
（
明

治
天
皇
御
製
百
首
）

　
　

�

つ
も
り
て
は
払
ふ
か
難
く
な
り
ぬ
へ
し
塵
は
か
り
な
る
こ
と
と
思
へ
と

（
明
治
余
光
・
百
一
頁
）

4457　

�

つ
も
り
て
は
払
ふ
方
な
く
な
り
ぬ
べ
し
塵
ば
か
り
な
る
こ
と
と
お
も
へ
ど

（
新
輯
明
治
天
皇
御
集
）

77　

�

く
ろ
が
ね
の
的
射
し
人
も
あ
る
も
の
を
つ
ら
ぬ
き
通
せ
や
ま
と
ご
ゝ
ろ
を

（
明
治
天
皇
御
製
百
首
）

　
　

�

く
ろ
金
の
ま
と
射
し
人
も
あ
る
も
の
を
つ
ら
ぬ
き
と
ほ
せ
や
ま
と
心
を

（
明
治
余
光
・
六
十
一
頁
）

7363　

�

く
ろ
が
ね
の
ま
と
射
し
人
も
あ
る
も
の
を
つ
ら
ぬ
き
と
ほ
せ
大
和
だ
ま
し

ひ
（
新
輯
明
治
天
皇
御
集
）

82　

�

広
き
世
に
交
り
な
が
ら
い
か
な
れ
ば
せ
ば
き
は
人
の
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
む

（
明
治
天
皇
御
製
百
首
）

　
　

�

広
き
世
に
交
は
り
な
か
ら
い
か
な
れ
は
狭
き
は
人
の
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
む

（
明
治
余
光
・
六
十
九
頁
）

8266　

�

ひ
ろ
き
世
に
ま
じ
は
り
な
が
ら
と
も
す
れ
ば
狭
く
な
り
ゆ
く
人
ご
こ
ろ
か

な
（
新
輯
明
治
天
皇
御
集
）

32
、
77
の
や
う
な
一
句
に
於
る
表
現
の
違
ひ
も
あ
れ
ば
、
82
の
や
う
に
可
な
り

大
幅
な
相
違
も
認
め
ら
れ
る
。
斯
様
に
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
と
『
新
輯
明

治
天
皇
御
集
』
と
の
異
同
は
十
四
箇
所
確
認
出
来
る
（
但
し
、
82
は
異
同
と
せ

ず
別
歌
と
し
た
）
が
、
其
の
全
て
に
於
て
『
明
治
余
光
』
の
表
現
を
踏
襲
し
た

も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
に
の
み
見
ら
れ
る
御
製
二
首
、

表
現
四
箇
所
が
あ
る
の
も
気
に
か
ゝ
る
所
で
あ
る
が
、
出
典
は
見
出
し
得
な
か

つ
た
。

　

彌
富
濱
雄
編
『
御
製
花
の
蔭
』（
伊
勢
崎
銀
行
、
大
正
元
年
十
二
月
）
に
就

て
言
へ
ば
、『
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
未
収
録
の
御
製
は
二
十
一
首
。「
予
が
師

高
崎
正
風
翁
よ
り
、
時
に
つ
け
、
折
に
ふ
れ
て
承
り
し
を
、
拝
写
し
置
け
る
一

巻
あ
り
。
そ
を
写
し
て
贈
ら
む
。」
と
あ
と
が
き
に
あ
る
や
う
に
、
御
歌
所
長

─4─
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高
崎
正
風
よ
り
「
承
り
し
」
御
製
を
「
拝
写
し
」
た
も
の
か
ら
百
首
を
撰
ん
だ

こ
と
が
分
る
。
こ
の
辺
り
の
事
情
は
、『
明
治
天
皇
御
集
』
編
纂
に
携
は
つ
た
、

御
歌
所
寄
人
井
上
通
泰
も
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

�

さ
て　

明
治
天
皇
の
御
製
が
新
聞
に
出
て
世
間
に
漏
れ
始
め
た
の
は
、
明

治
三
十
七
、
八
年
戦
役
の
頃
で
は
無
か
つ
た
か
、
少
く
と
も
此
頃
か
ら
新

聞
に
あ
ら
は
れ
る
事
が
俄
に
多
く
な
つ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
御
歌
所
長
高

崎
男
が
漏
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
元
来　

天
皇
は
御
製
の
世
に
漏
れ
る
の
を

御
好
み
遊
ば
さ
ざ
り
し
由
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
一
挿
話
が
あ
る
。

こ
れ
は
故
侍
従
長
徳
大
寺
公
爵
か
ら
承
つ
た
話
で
あ
る
が
、
或
時　

天
皇

は
御
製
の
頻
々
と
し
て
新
聞
に
出
る
の
を
に
が
に
が
し
く
思
召
さ
れ
て
、

高
崎
男
を
御
召
に
な
つ
て
軽
く
御
咎
に
な
つ
た
。
無
論
高
崎
男
は
龍
顔
に

対
し
奉
ら
ず
し
て
、
俯
伏
し
て
奉
答
す
る
の
で
あ
る
上
に
、
カ
ナ
聾
で
御

言
葉
が
よ
く
聞
え
ぬ
か
ら
御
叱
に
な
つ
て
居
る
の
ぢ
や
と
は
気
が
附
か
ず

に
「
御
製
を
世
に
漏
す
と
い
ふ
事
は
、
世
道
人
心
の
為
め
に
非
常
に
よ
い

事
と
存
じ
ま
し
て
致
し
た
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
之
に
つ
い
て
御
咎
が

あ
ら
ば
正
風
は
切
腹
し
て
申
訳
を
致
し
ま
す
」
と
申
上
げ
て
、
調
子
に
乗

つ
て
手
で
腹
を
切
る
ま
ね
を
し
て
御
覧
に
入
れ
た
。
徳
大
寺
公
は
側
で
見

て
ゐ
て
非
常
に
を
か
し
か
つ
た
が
、
笑
ふ
に
も
笑
は
れ
ず
し
て
大
サ
ウ
こ

ま
ら
れ
た
。
定
め
て
陛
下
に
も
お

（
マ
マ
）か
し
く
お
ぼ
し
め
し
た
で
あ
ら
う
が
、

重
ね
て
御
咎
は
無
く
て
其
儘
に
遊
ば
さ
れ
た
と
い
ふ
事
で
ご
ざ
い
ま
す
（
（1
（

。

高
崎
正
風
が
御
製
を
弘
め
る
の
に
一
役
買
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
一
挿
話

で
あ
る
。
し
か
し
、『
御
製
花
の
蔭
』
も
亦
、『
明
治
余
光
』
に
拠
つ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
未
収
録
の
二
十
一
首
は
全
て
『
明
治
余
光
』
所
収
歌
と
一
致
し
（
漢

字
仮
名
の
使
ひ
分
け
は
問
は
な
い
）、『
明
治
余
光
』
か
ら
順
を
追
つ
て
抜
粋
し

た
排
列
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
か
う
し
た
こ

と
か
ら
『
明
治
余
光
』
に
限
ら
ず
、
宮
内
省
編
『
明
治
天
皇
御
集
』
刊
行
以
前

の
御
製
集
に
就
て
は
、
誤
り
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
御
製
も
数
多
く
存
す
る
と
考
へ

ら
れ
（
（1
（

、
更
な
る
検
討
が
必
要
に
な
つ
て
来
る
だ
ら
う
。
し
か
し
、
当
時
に
於
て

は
、
こ
れ
ら
の
歌
も
御
製
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
多
く
の
国
民
に
奉
ぜ
ら
れ
て

ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
げ
に
深
く
重
い
。

　

以
上
、
明
治
天
皇
御
製
集
の
享
受
を
考
察
す
る
際
の
一
資
料
と
し
て
『
明
治

天
皇
御
製
百
首
』
を
翻
刻
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

な
ほ
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
に
は
、
か
る
た
も
存
し
（
（1
（

、
川
瀬
一
馬
は
、
そ

の
歌
が
る
た
で
遊
び
、『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
に
就
て
「
私
は
今
で
も
そ
の

百
首
を
諳
じ
て
い
る
程
で
あ
る
。」
と
語
つ
て
ゐ
る
（
（1
（

。

註１　
�

在
位
中
に
刊
行
せ
ら
れ
た
御
製
集
（
謹
解
）
と
し
て
は
、『
千
代
の
ひ
か

り
』（
国
民
新
聞
社
、
明
治
三
十
六
年
四
月
）、
大
町
壮
編
『
日
月
帖
』（
大

日
本
歌
道
奨
励
会
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
）、
池
辺
義
象
・
彌
富
濱
雄

著
『
御
製
謹
註
天
津
日
影
』（
中
島
辰
文
館
、
明
治
四
十
四
年
一
月
）
の

三
冊
が
あ
る
。
御
製
集
が
然
程
刊
行
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
は
、
明
治
天
皇
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が
御
製
の
公
表
に
自
重
あ
ら
せ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。「
陛
下
に
お
か
せ

ら
れ
て
は
、
御
製
は
遊
ば
さ
れ
て
も
、
そ
の
御
一
首
す
ら
、
他
へ
は
固
よ

り
、
御
信
任
遊
ば
し
た
功
臣
等
に
対
し
て
さ
へ
も
御
示
し
遊
ば
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。」（
千
葉
胤
明
『
明
治
天
皇
御
製
謹
話
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談

社
、
昭
和
十
三
年
二
月
）。
千
葉
胤
明
は
『
明
治
天
皇
御
集
』
編
纂
に
従

事
し
た
御
歌
所
寄
人
。

２　

�

大
正
元
年
に
限
つ
て
も
、『
明
治
余
光
』
以
降
、
手
島
益
雄
編
『
明
治
天

皇
御
製
歌
集
』（
楽
園
社
、
八
月
）、
中
山
速
男
編
『
明
治
天
皇
御
和
歌
集
』

（
文
王
堂
、
八
月
）、
山
田
孝
雄
編
『
玉
の
御
声
』（
宝
文
館
、
九
月
）、
中

外
商
業
新
報
社
編
『
や
ま
と
に
し
き
』（
中
外
商
業
新
報
社
、
九
月
）、
渡

辺
新
三
郎
著
『
明
治
天
皇
御
製
謹
解
』（
実
業
之
日
本
社
、
九
月
）
が
刊

行
せ
ら
れ
た
（
小
泉
苳
三
編
『
明
治
大
正
短
歌
資
料
大
成　

第
二
巻
』
立

命
館
出
版
部
、
昭
和
十
六
年
三
月
）。
明
治
天
皇
崩
御
後
の
御
製
集
に
関

し
て
は
、
打
越
孝
明
「
明
治
天
皇
崩
御
と
御
製
（
上
・
下
）」（『
明
治
聖

徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
二
十
五
号
・
復
刊
二
十
六
号
、
平
成
十
年
十
二

月
・
平
成
十
一
年
四
月
）
に
詳
し
い
。

３　

�

た
と
へ
ば
、
上
田
祥
士
・
田
畑
文
明
『
大
正
自
由
教
育
の
旗
手　

実
践
の

中
村
春
二
・
思
想
の
三
浦
修
吾
』（
小
学
館
ス
ク
ウ
ェ
ア
、
平
成
十
五
年

四
月
）、
柴
田
義
松
監
修
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）『
学
問
と
情
熱
第
三
十
二
巻　

中
村

春
二
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
平
成
十
七
年
二
月
）
な
ど
。

４　

�

明
治
三
十
六
年
七
月
卒
業
。
同
期
に
は
、
国
語
学
者
亀
田
次
郎
（
明
治
九

年
〜
昭
和
十
九
年
）、
国
文
学
者
志
田
義
秀
（
明
治
九
年
〜
昭
和
二
十
一

年
）
ら
が
を
り
、
志
田
は
、
成
蹊
高
等
学
校
教
授
を
つ
と
め
、
成
蹊
学
園

校
歌
を
作
詞
し
て
ゐ
る
。

５　

�

藤
田
尚
子
「
成
蹊
の
文
人
た
ち
」（『
成
蹊
國
文
』
三
十
一
号
、
平
成
十
年

三
月
）、
拙
稿
「
解
説
」（
鈴
木
亮
編
『
中
村
秋
香
『
秋
香
集　

長
歌
』
翻

刻
と
解
題
』
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
四
年
九
月
）、
上
原
作
和
「
創
造

的
批
評
の
史
的
変
遷
と
そ
の
教
授
法
」（『
明
星
大
学
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要
』
三
号
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）
等
で
指
摘
。
な
ほ
、
春
二
の

歌
集
は
、
桜
井
仁
編
『
中
村
春
二
・
小
波
歌
集　

成
蹊
学
園
創
立
者
と
そ

の
妻
の
短
歌
』（
羽
衣
出
版
、
令
和
四
年
四
月
）
が
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

６　

�

成
蹊
実
務
学
校
九
回
生
（
大
正
十
一
年
実
務
学
校
廃
校
決
定
に
よ
り
成
蹊

中
学
校
に
転
籍
、
大
正
十
四
年
三
月
中
学
校
卒
業
）。
国
文
学
者
、
書
誌

学
者
。
明
治
三
十
九
年
〜
平
成
十
一
年
。

７　

�「
参
考
文
献
」
に
は
、
第
一
に
「（
口
訳
）
方
丈
記　

中
村
春
二
著　

大
正

十
二
年
刊　

成
蹊
学
園
出
版
部
」
を
挙
げ
る
。

８　

�「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」（https://iss.ndl.go.jp/

）、「CiN
ii Books

大
学
図
書
館
の
本
を
さ
が
す
」（https://ci.nii.ac.jp/books/

）
に
拠
る
。

９　

�

初
版
に
於
て
は
、
95
番
歌
差
し
替
へ
の
た
め
、（
一
）神
祇　
七
首
、（
一
三
）

地
象　

四
首
。

10　
�

小
林
芳
次
郎
編
『
御
製
百
首
』（
私
立
高
輪
淑
女
学
校
、
大
正
元
年
八
月
）

は
、『
類
纂
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
未
収
録
の
御
製
が
三
十
五
首
（
巻
末

「
最
終
の
御
製
」
を
含
め
る
と
三
十
六
首
）。
そ
の
内
『
明
治
余
光
』
未
収

録
の
御
製
は
「
い
づ
れ
を
か
ま
こ
と
の
色
と
さ
だ
め
な
む
日
ご
と
に
か
は
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る
あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
」（
最
終
の
御
製
）
の
み
。

11　

�

春
二
の
歌
学
び
は
、
秋
香
の
薫
陶
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
小
島
鉦
作

「
中
村
春
二
先
生
略
年
譜
」（
成
蹊
学
園
編
『
中
村
春
二
先
生
生
誕
百
年
記

念
「
成
蹊
」
の
名
の
由
来
』
成
蹊
学
園
、
昭
和
五
十
二
年
九
月
）
に
拠
れ

ば
、「
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
十
歳
（
中
略
）
こ
の
頃
、
家
庭

に
お
い
て
、
父
に
就
い
て
作
歌
を
習
う
。」
秋
香
は
、
明
治
三
十
年
十
月

二
日
宮
内
省
御
歌
所
寄
人
拝
命
（
恒
川
平
一
『
御
歌
所
の
研
究
』
還
暦
記

念
出
版
会
、
昭
和
十
四
年
六
月
）。

12　

�

明
治
天
皇
の
御
製
は
、
九
万
三
千
三
十
二
首
が
遺
さ
れ
て
ゐ
る
（『
新
輯

明
治
天
皇
御
集
』「
序
」）。
宮
内
省
編
『
明
治
天
皇
御
集
』（
文
部
省
、
大

正
十
一
年
十
二
月
）
は
、
一
千
六
百
八
十
七
首
所
収
。

13　

�

打
越
孝
明
「
明
治
天
皇
崩
御
と
御
製
（
下
）」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀�

要
』
復
刊
二
十
六
号
、
平
成
十
一
年
四
月
）

14　

�

打
越
孝
明
「
明
治
天
皇
崩
御
と
御
製
（
上
）」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀�

要
』
復
刊
二
十
五
号
、
平
成
十
年
十
二
月
）

15　

�

宮
本
誉
士
「
御
歌
会
始
の
詠
進
制
度
と
明
治
の
国
学
者
」（『
御
歌
所
と
国�

学
者
』
弘
文
堂
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）。
同
書
に
拠
れ
ば
、
大
日
本
歌

道
奨
励
会
発
足
時
（
明
治
三
十
六
年
）、
中
村
秋
香
は
評
議
員
で
あ
つ
た
。

大
日
本
歌
道
奨
励
会
に
就
て
は
、
松
澤
俊
二
「「
旧
派
」
の
行
方
―
大
日

本
歌
道
奨
励
会
の
形
成
か
ら
衰
退
ま
で
―
」（『
國
語
と
國
文
學
』
八
十
九

巻
三
号
、
平
成
二
十
四
年
三
月
→
『「
よ
む
」
こ
と
の
近
代
』
青
弓
社
、

平
成
二
十
六
年
十
二
月
所
収
）、
同
「「
旧
派
」
歌
人
の
出
版
戦
略
―
大

日
本
歌
道
奨
励
会
と
幹
事
大
町
壮
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』

百
十
六
号
、
平
成
三
十
年
六
月
）、
同
「
大
日
本
歌
道
奨
励
会
に
よ
る
刊

行
歌
書
解
題
―
近
代
和
歌
研
究
へ
の
一
視
点
と
し
て
―
」（『
人
間
文
化

研
究
』
九
号
、
平
成
三
十
年
十
一
月
、
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
）
に

詳
し
い
。

16　

�

井
上
通
泰
述
『
明
治
天
皇
御
集
編
纂
に
就
て
』（
教
化
団
体
聯
合
会
、
昭

和
二
年
五
月
）

17　

�

前
掲
13
。
井
上
通
泰
は
、
明
治
天
皇
崩
御
後
、
宮
内
大
臣
渡
辺
千
秋
よ
り

皇
太
后
陛
下
の
思
召
と
し
て
、
世
間
に
漏
れ
て
ゐ
る
御
製
の
中
に
は
古
歌

も
交
つ
て
ゐ
る
か
ら
十
分
に
調
べ
、
注
意
す
る
や
う
伝
へ
ら
れ
た
。
御
歌

所
で
確
認
し
て
み
る
と
、「
之
れ
よ
り
先
数
ヶ
月
前
に
△
△
△
△
と
い
ふ

御
製
集
を
或
会
か
ら
出
版
し
た
。
我
等
は
ま
だ
さ
う
い（

マ
マ
）も

の
ゝ
出
た
事
も

知
ら
な
か
つ
た
が
、
其
書
物
が　

皇
太
后
陛
下
の
御
目
に
と
ま
つ
た
の
で

あ
る
。」（
井
上
通
泰
『
明
治
天
皇
御
集
編
纂
に
就
て
』
前
掲
16
）
と
い
ふ

こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
「
或
会
か
ら
出
版
」
せ
ら
れ
た
「
△
△
△
△
と
い

ふ
御
製
集
」
こ
そ
『
明
治
余
光
』
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

18　

成
蹊
学
園
史
料
館
所
蔵
（
Ｈ
／
Ⅲ
／
44
）

19　
�

川
瀬
一
馬
編
『
中
村
春
二
先
生
記
念
室
目
録
解
説
』（
成
蹊
学
園
、
昭
和

六
十
年
七
月
）
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【
凡
例
】

一
、�

底
本
は
、
架
蔵
本
（
大
正
十
三
年
五
版
）
を
用
ゐ
、
一
部
成
蹊
学
園
史
料

館
所
蔵
初
版
（
奥
附
な
し
）
本
（
Ⅱ-1
／
25a
）
を
参
照
し
た
。

一
、
仮
名
遣
ひ
は
底
本
の
通
り
と
し
た
。

一
、
漢
字
、
仮
名
の
使
ひ
分
け
は
底
本
の
ま
ゝ
で
あ
る
。

一
、
底
本
に
附
さ
れ
て
ゐ
る
振
り
仮
名
は
割
愛
し
た
。

一
、
漢
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、�

私
に
歌
番
号
を
算
用
数
字
で
頭
書
し
た
。（『
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
に
は

収
録
せ
ら
れ
ず
『
明
治
余
光
』
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
御
製
は
○
印
、『
新

輯
明
治
天
皇
御
集
』『
明
治
余
光
』
い
づ
れ
に
も
収
録
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い

御
製
に
は
●
印
を
附
し
た
。）

一
、
改
頁
箇
所
に
就
て
は
煩
雑
に
な
る
た
め
、
特
に
明
示
は
し
な
か
つ
た
。

一
、�『
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』『
明
治
余
光
』
所
収
歌
と
異
同
が
あ
る
場
合
に�

は
、
当
該
箇
所
に
＊
印
（
＊
＊
印
）
を
附
し
一
首
の
後
に
「
＊
…
…
（
御
）」

「
＊
…
…
（
余
）」
の
形
で
『
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』『
明
治
余
光
』
の
表

現
を
記
し
た
。
但
し
、
漢
字
仮
名
の
使
ひ
分
け
、
異
体
字
に
関
し
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一
、�

初
版
（
奥
附
な
し
）
と
の
異
同
は
、
字
句
の
訂
正
、
排
列
の
変
更
（
99
、

100
番
歌
の
並
び
替
へ
）
だ
け
に
と
ゞ
ま
る
の
だ
が
、
95
番
歌
が
差
し
替
へ

ら
れ
て
ゐ
る
た
め
、
初
版
の
御
製
を
〔　
　

〕（
初
版
）
で
示
し
た
。

【
書
誌
】

○
判
型　

新
書
判
（
縦
十
八
・
二
糎
、
横
十
・
三
糎
）

○
装
訂　

平
綴　

一
冊　

茶
色
表
紙

○
外
題　
「
明
治
天
皇
御
製
百
首
」（
中
央
）

○
頁
数　

�

二
十
四
頁
。「
御
製
」、「
は
し
が
き
」（
初
版
以
降
削
除
せ
ら
れ
て
を

り
、
翻
刻
に
当
り
初
版
〈
奥
附
な
し
〉
本
で
補
つ
た
。）
に
は
頁
数

の
記
載
な
し
。
一
頁
五
首
（
一
行
二
十
字
詰
の
た
め
一
首
は
二
行
書

き
と
な
る
）。

○
架
蔵
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【
翻
刻
】

　
　
　
　

御
製

○
ま
ご
ゝ
ろ
を
限
り
な
き
世
に
と
ゞ
む
る
は
や
ま
と
こ
と
ば
の
い
さ
を
な
り
け
り

●
言
の
葉
の
上
に
に
ほ
ひ
て
ゆ
か
し
き
は
人
の
こ
ゝ
ろ
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る

　

白
雲
の
よ
そ
に
求
む
な
世
の
人
の
ま
こ
と
の
道
ぞ
し
き
し
ま
の
み
ち

　
　
　
　

は
し
が
き

明
治
天
皇
陛
下
の
御
製
洩
れ
承
り
し
折
々
か
き
し
る
し
お
き
し
百
首
、
い
づ
れ
も
め
で
た
く
か
し
こ
く
、
日
々
拝
誦
し
て
ふ
み
わ
け
ゆ
く
わ
が
道
の
栞
と
仰
ぎ
来
れ

る
が
、
今
年
本
学
園
賛
助
員
今
村
繁
三
殿
の
第
四
拾
参
回
誕
辰
祝
賀
日
の
記
念
と
し
て
特
に
刷
り
、
教
へ
子
に
配
つ
こ
と
ゝ
は
な
し
ぬ
。

　
　

大
正
八
年
一
月
二
十
三
日　

成
蹊
学
園　

中
村
春
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  〔
鈴
木
註
…
初
版
以
降
「
は
し
が
き
」
は
削
除
〕

明
治
天
皇
御
製
百
首

１　

あ
づ
さ
弓
八
洲
の
外
も
な
み
風
の
し
づ
か
な
る
世
の
年
立
ち
に
け
り

２
○
春
雨
の
長
閑
な
る
日
に
な
り
に
け
り
や
な
ぎ
も
萠
え
ん
梅
も
か
を
ら
む

３
○
限
り
な
き
大
海
原
の
波
の
う
へ
に
た
な
び
き
渡
る
春
が
す
み
か
な

４　

こ
の
ご
ろ
は
垣
根
の
柳
軒
の
梅
皆
う
ぐ
ひ
す
の
宿
と
な
り
ぬ
る

５　

朝
な
朝
な
か
な
ら
ず
来
鳴
く
鶯
を
き
ゝ
も
ら
し
け
り
事
し
げ
く
し
て

６　

つ
か
さ
人
さ
ゝ
ぐ
る
書
は
多
か
れ
ど
花
見
る
ほ
ど
の
ひ
ま
は
あ
り
け
り

─9─

鈴
木　

亮　

中
村
春
二
編
『
明
治
天
皇
御
製
百
首
』
─
─
翻
刻
と
解
題
─
─



７　

菅
の
根
の
長
き
春
日
は
な
か
〳
〵
に
物
に
お
こ
た
る
人
ぞ
お
ほ
か
る

８
○
桜
鯛
つ
り
す
る
海
人
の
声
ば
か
り
か
す
み
に
の
こ
る
春
の
海
ば
ら

９　

お
の
が
じ
ゝ
務
を
を
へ
て＊

後
に
こ
そ
花
の
蔭
に
は
立
つ
べ
か
り
け
れ　

＊
し
（
御
）

10
○
花
時
を
寒
し
と
い
ひ
て
訪
は
ざ
り
し
谷
の
さ
く
ら
も
若
葉
さ
し
け
り

11
○
た
ら
ち
ね
の
御
親
の
御
代
の
旧
事
を
思
ひ
ぞ
い
づ
る
庭
の
た
ち
ば
な

12　

と
の
ゐ
人
語
ら
ふ
こ
ゑ
も
絶
え
は
て
ゝ
更
け
ゆ
く
夜
半
に
水
鶏
な
く
な
り

13
○
寄
る
波
に
う
ち
上
げ
ら
れ
て
伏
し
な
が
ら
花
さ
き
に
け
り
河
原
撫
子

14
○
は
ら
は
ず
は
思
は
ぬ
方
に
傾
か
む
露
お
き
あ
ま
る
な
で
し
こ
の
花

15　

風
わ
た
る
木
か
げ
を
か
よ
ふ
小
車
の
と
ま
れ
ば
蟬
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
な
り

16　

庭
の
面
に
清
水
の
音
は
き
こ
ゆ
れ
ど
む
す
ぶ
い
と
ま
も
な
き
今
年
か
な

17
○
星
の
飛
ぶ
影
の
み
み
え
て
夏
の
夜
も
更
け
ゆ
く
空
は
淋
し
か
り
け
り

18　

年
々
に
お
も
ひ
や
れ
ど
も
山
水
を
汲
み
て
遊
ば
ん
夏
な
か
り
け
り

19
○
ぬ
ば
玉
の
夢
に
再
び
む
す
び
け
り
す
ゞ
し
か
り
つ
る
松
の
下
水

20　

窓
の
中
に
扇
と
り
て
も
あ
つ
き
日
に
照
る
日
を
う
け
て
小
草
か
る
み
ゆ

21　

ま
つ
り
ご
と
い
で
ゝ
聴
く
ま
は
か
く
ば
か
り
暑
き
日
な
り
と
思
は
ざ
り
し
を

22　

暑
し
と
も
い
は
れ
ざ
り
け
り
煮
え
か
へ
る
水
田
に
立
て
る
賤
を
お
も
へ
ば

23　

萩
の
戸
の
花＊

に
や
ど
れ
る
月
か
げ
は
賤
が
か
き
根
も
へ
だ
て
ざ
る
ら
む　

＊
露
（
御
）

24
○
有
明
の
月
も
さ
し
入
る
窓
の
戸
に
影
さ
へ
み
え
て
鳴
く
き
り
ぎ
り
す

25
○
秋
の
夜
の
長
く
な
る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
見
る
巻
々
の
数
を
つ
く
し
て

26
○
冬
深
き
閨
の
ふ
す
ま
を
重
ね
て
も
お
も
ふ
は
賤
が
夜
寒
な
り
け
り

27　

海
原
は
み
ど
り
に
は
れ
て
浜
松
の
こ
ず
ゑ
さ
や
か
に
ふ
れ
る
白
雪

28　

月
白
く
冴
え
た
る
庭
と
お
も
ひ
し
は
隈
な
く
雪
の
降
れ
る
な
り
け
り
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29
○
梅
の
花
咲
け
る
を
見
れ
ば
ふ
る
雪
に
冬
ご
も
る
身
の
は
づ
か
し
き
か
な

30　

更
く
る
夜
の
霜
ふ
む
人
も
あ
る
も
の
を
火
桶
に
の
み
や
よ
り
あ
か
す
べ
き

31　

浅
み
ど
り
澄
み
わ
た
り
た
る
大
空
の
ひ
ろ
き
を
お
の
が
心
と
も
が
な

32　

積
り
て
は
払
ふ
が＊

難
く
な
り
ぬ
べ
し
塵
ば
か
り
な
る
事
と
お
も
へ
ど　

＊
方
な
く
（
御
）

33　

大
空
に
そ
び
え
て
み
ゆ
る
高
嶺
に
も
の
ぼ
れ
ば
の
ぼ
る
道
は
あ
り
け
り

34　

器
に
は
随
ひ
な
が
ら
い＊

は
ほ
を
も
と
ほ
す
は
水
の
力
な
り
け
り　

＊
い
は
が
ね
も
（
御
）

35
●
五
十
鈴
川
清
き
な
が
れ
の
末
汲
み
て
こ
ゝ
ろ
を
洗
へ
あ
き
つ
し
ま
人

36　

さ
ゞ
れ
石
の
巌
と
な
ら
む
末
ま
で
も
五
十
鈴
の
川
の
水
は
に
ご
ら
じ

37　

苑
守
や
ひ
と
り
み
る
ら
む
昔
わ
が
あ
つ
め
し
庭
の
秋
草
の
は
な

38　

子
ら
は
皆
い
く
さ
の
に
は
に
い
で
は
て
ゝ
お
き
な
や
一
人
山
田
守
る
ら
む

39　

山
の
奥
島
の
果
て
ま
で
た
づ
ね
見
む
世
に
知
ら
れ
ざ
る
人
も
あ
り
や
と

40　

末
遂
に
な
ら
ざ
ら
め
や
は
国
の
為
民
の
為
に
と
朕
が
お
も
ふ
こ
と

41　

世
の
中
は
尊
き
卑
し
き
ほ
ど
〳
〵
に
身
を
つ
く
す
こ
そ
務
な
り
け
れ

42　

夏
の
夜
も
寝
覚
め
が
ち
に
ぞ＊

明
か
し
け
る
世
の
為
思
ふ
こ
と
多
く
し
て　

＊
て
（
御
）

43
○
千
歳
に
は
あ
ら
ず
と
も
よ
し
常
磐
な
る
松
の
み
さ
を
に
な
ら
ひ
て
し
が
な

44
○
雨
だ
り
に
く
ぼ
み
し
軒
の
石
見
て
も
か
た
き
業
と
て
思
ひ
す
て
め
や

45　

ふ
む
人
は
あ
ま
た
あ
れ
ど
も
言
の
葉
の
道
の
高
根
は
誰
れ
か
こ
ゆ
ら
む

46　

花
に
な
り
実
に
な
る
見
れ
ば
草
も
木
も
な
べ
て
務
は＊

あ
る
世
な
り
け
り　

＊
の
（
御
）

47　

雲
の
上
に
立
ち
栄
え
た
る
山
松
の
高
き
に
な
ら
へ
人
の
こ
ゝ
ろ
も

48
○
雪
に
た
へ
嵐
に
た
へ
し
後
に
こ
そ
松
の
く
ら
ゐ
も
高
く
み
え
け
れ

49
○
天
地
も
動
か
す
ば
か
り
言
の
葉
の
ま
こ
と
の
道
を
き
は
め
て
し
が
な

50　

よ
り
そ
は
む
暇
は
な
く
と
も
文
机
の
上
に
は
塵
を
す
ゑ
ず
も
あ
ら
な
む
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51　

葦
原
の
国
富
ま
さ
ん
と
思
ふ
に
も
あ
を
ひ
と
ぐ
さ
ぞ
宝
な
り
け
る

52　

白
玉
を
光
な
し
と
も
思
ふ
か
な
磨
き
た
ら
ざ
る
こ
と
を
忘
れ
て

53　

人
皆
の
え
ら
ぶ＊

が
上
に
選
び
た
る
玉
に
も
き
づ
の
有
る
世
な
り
け
り　

＊
び
し
（
御
）

54　

榊
葉
に
か
け
し
鏡
を
か
ゞ
み
に
て
人
も
心
を
み
が
け
と
ぞ
お
も
ふ

55　

う
ち
向
ふ
た
び
に
心
を
磨
け
と
や
か
ゞ
み
は
神
の
造
り
そ
め
け
む

56　

己
が
身
を
修
む
る
道
は
ま
な
ば
な
む
賤
が
な
り
は
ひ
暇
な
く
と
も

57　

ひ
と
り
た
つ
身
と
な
り
し
子
を
幼
し
と
お
も
ふ
や
親
の
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
む

58　

国
の
為
た
ふ
れ
し
人
を
を
し
む
に
も
お
も
ふ
は
親
の
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り

59　

思
ふ
こ
と
思
ふ
が
ま
ゝ
に
い
ひ
い
づ
る
幼
ご
ゝ
ろ
や
ま
こ
と
な
る
ら
む

60　

た
ら
ち
ね
の
親
の
教
を
ま
も
る
子
は
ま
な
び
の
道
も
ま
ど
は
ざ
る
ら
む

61　

四
方
の
海
皆
は
ら
か
ら
と
思
ふ
世
に
な
ど
浪
風
の
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
む

62
○
過
を
諫
め
か
は
し
て
親
し
む
が
ま
こ
と
の
友
の
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
む

63　

人
は
た
ゞ
ま
こ
と
の
道
を
守
ら
な
む
貴
き
賤
し
き
し
な
は
あ
り＊

と
も　

＊
れ
ど
も
（
御
）

64　

並
び
ゆ
く
人
に
は
よ
し
や
後
る
と
も
正
し
き
道
を
履
み
な
た
が
へ
そ

65
○
と
も
す
れ
ば
か
き
濁
し
け
り
山
水
の
澄
ま
せ
ば
澄
ま
す＊

人
の
こ
ゝ
ろ
を　

＊
む
（
余
）

66
○
思
ふ
に＊

は
任
せ
ず
と
て
も
人
ご
ゝ
ろ
た
ひ
ら
か
に
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ　

＊
こ
と
（
余
）

67　

事
な
し
と
ゆ
る
ぶ
心
は
な
か
〳
〵
に
仇
あ
る
よ
り
も
危
か
り
け
り

68　

し
き
島
の
や
ま
と
心
の
雄
々
し
さ
は
事
あ
る
と
き
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る

69
○
よ
し
あ
し
を
人
の
上
に
は
い
ひ
乍
ら
身
を
か
へ
り
み
る
人
な
か
り
け
り

70　

易
く
し
て
為
し
得
難
き
は
世
の
中
の
人
の
人
た
る
お
こ
な
ひ
に
し
て

71　

正
し
く
も
生
ひ
茂
ら
せ
よ
教
草
を
と
こ
女
の
道
を
わ
か
ち
て

72　

進
み
た
る
世
に
生
れ
た
る
う
な
ゐ
に
も
む
か
し
の
こ
と
を
ま
づ
教
へ
な
む
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73　

た
ら
ち
ね
の
庭
の
訓
は
狭
け
れ
ど
ひ
ろ
き
世
に
立
つ
基
と
は＊

な
れ　

＊
ぞ
な
る
（
御
）

74
○
時
は
か
る
器
は
前
に
あ
り
乍
ら
た
ゆ
み
が
ち
な
り
人
の
こ
ゝ
ろ
は

75　

覆
へ
る
事
も
こ
そ
あ
れ
小
車
の
進
む
の＊

み
に
は
任
せ
ざ
ら
な
む　

＊
に
の
み
は
（
御
）

76　

心
あ
る
人
の
い
さ
め
の
言
の
葉
は
や
ま
ひ
な
き
身
の
薬
な
り
け
り

77　

く
ろ
が
ね
の
的
射
し
人
も
あ
る
も
の
を
つ
ら
ぬ
き
通
せ
や
ま
と
ご＊

ゝ
ろ
を　

＊
だ
ま
し
ひ
（
御
）

78　

世
は
や
す
く
治
り
ぬ
と
て
人
み
な
の
ゆ
る
ぶ
心
ぞ
あ
だ
に＊

な
る
べ
き　

＊
と
（
御
）

79　

目
に
見
え
ぬ
神
の
心
に
通
ふ
こ
そ
人
の
こ
ゝ
ろ
の
誠
な
り
け
れ

80　

世
の
中
の
人
に
後
を
取
り
ぬ
べ
し
す
ゝ
ま
む
時
に
進
ま
ざ
り
せ
ば

81
○
開
け
ゆ
く
道
に
い
で
ゝ
も
心
せ
よ
つ
ま
づ
く
こ
と
の
あ
る
世
な
り
け
り

82
○
広
き
世
に
交
り
な
が
ら
い
か
な
れ
ば
せ
ば
き
は
人
の
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
む

83　

思
ふ
こ
と
思
ひ
さ
だ
め
て
後
に
こ
そ
人
に
も
か
く
と
い
ふ
べ
か
り
け
れ

84　

い
そ
の
上
古
き
例
を
温
ね
つ
ゝ
新
し
き
世
の
事
も
さ
だ
め
む

85　

家
富
み
て
あ
か
ぬ
事
な
き
身
な
り
と
も
人
の
つ
と
め
を＊

お
こ
た
る
な
ゆ
め　

＊
に
（
御
）

86
○
思
ふ
こ
と
貫
か
む
世
を
ま
つ
ほ
ど
の
月
日
は
長
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

87　

何
事
も
思
ふ
が
ま
ゝ
に
な
ら
ざ
る
が
か
へ
り
て
人
の
身
の
為
に
こ
そ

88　

天
を
恨
み
人
を
尤
む
る
こ
と
も
あ
ら
じ
わ
が
あ
や
ま
ち
を
思
ひ
か
へ
さ
ば

89　

い
に
し
へ
の
書
見
る
た
び
に
思
ふ
か
な
お
の
が
治
む
る
国
は
い
か
に
と

90
○
親
も
子
も
親
し
み
か
は
す＊

家
の
内
の＊
＊

に
ぎ
は
へ
る
こ
そ
楽
し
か
り
け
れ　

＊
し
（
余
）　

＊
＊
ナ
シ
（
余
）

91　

た
ら
ち
ね
の
親
の
心
は
た
れ
も
み
な
年
ふ
る
ま
ゝ
に
思
ひ
知
る
ら
む

92
○
千
万
の
民
の
こ
ゝ
ろ
も
治
ま
ら
む
ま
こ
と
一
つ
を
も
て
教
へ
な
ば

93
●
久
か
た
の
空
に
晴
れ
た
る
富
士
の
根
の
高
き
を
人
の
こ
ゝ
ろ
と
も
が
な

94　

さ
し
の
ぼ
る
朝
日
の
ご
と
く
爽
に
も
た
ま
ほ
し
き
は
心
な
り
け
り
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95　

岩
が
ね
を
き
り
と
ほ
し
て
も
川
水
は
お
も
ふ
と
こ
ろ
に
な
が
れ
ゆ
く
ら
む

　
　
〔
目
に
み
え
ぬ
神
に
対
ひ
て
愧
ぢ
ざ
る
は
人
の
こ
ゝ
ろ
の
ま
こ
と
な
り
け
り
〕（
初
版
）

96　

も
の
学
ぶ
道
に
立
つ
子
よ
怠
に
ま
さ
れ
る
仇
は
な
し
と
知
ら
な
む

97　

波
風
の
し
づ
か
な
る
日
も
船
人
は
楫
に
こ
ゝ
ろ
を
ゆ
る
さ
ざ
ら
な
む

98　

む
ら
ぎ
も
の
心
の
限
り
つ
く
し
て
む
わ
が
思＊

ふ
こ
と
成
り
も
な
ら
ず
も　

＊
祈
る
（
御
）

99　

千
早
ぶ
る
神
ぞ
し
る
ら
む
民
の
た
め
世
を
や
す
か
れ
と
思
ふ
こ
ゝ
ろ
は

100　

と
こ
し
へ
に
民
安
か
れ
と
祈
る
な
る
わ
が
世
を
ま
も
れ
伊
勢
の
大
神

　
　
〔
奥
附
〕

大
正

八

年

六

月

十

日

初
版
発
行

大
正
十
三
年
三
月
二
十
五
日

五
版
印
刷

定
価
金
拾
五
銭

大
正
十
三
年
四
月

一

日

五
版
発
行

編

者

中

村

春

二

府
下
池
袋
一
、
二
〇
一

発
行
者

厚

見

純

明

東
京
市
本
所
区
北
二
葉
町
二
十
七
番
地

印
刷
者

小

池

善

蔵

東
京
市
本
所
区
北
二
葉
町
二
十
七
番
地

印
刷
所

成
蹊
学
園
出
版
部
印
刷
所

発

行

所

東
京
池
袋

成

蹊

学

園

出

版

部
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附
記

・
資
料
の
閲
覧
、
調
査
に
当
り
、
成
蹊
学
園
史
料
館
、
秋
田
県
立
図
書
館
、
県
立
長
野
図
書
館
に
は
御
高
配
を
賜
つ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
来
た
る
令
和
六
年
は
、
中
村
春
二
先
生
歿
後
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る
。

�

（
す
ず
き
・
り
ょ
う　

東
京
都
立
江
北
高
等
学
校
教
諭
）

振
替
東
京

二
三
九
二
八

振
替
名
古
屋
一
〇
五
二
七
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